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７
月
５
日
（
金
）
、
栗
原
市
市
民
活

動
支
援
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
、
推
進

委
員
長
を
対
象
と
し
て
開
催
し
ま

し
た
。

栗
原
市
社
会
福
祉
協
議
会
は

「
共
に
支
え
、
共
に
助
け
合
い
、
共

に
生
き
る
」
地
域
の
創
造
を
目
指

し
、
地
域
福
祉
活
動
等
を
す
す
め
て

い
ま
す
。
活
動
す
る
上
で
、
賛
同
く

だ
さ
る
個
人
や
企
業
か
ら
の
会
員

会
費
は
貴
重
な
財
源
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

今
年
度
も
会
員
加
入
の
ご
協
力

を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

７
月
10
日
（
水
）
、
11
日
（
木
）
見
守
り
・
安
否
確
認
を
目

的
に
、
築
館
支
部
で
実
施
し
ま
し
た
。

築
館
地
区
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
友
の
会
食
事
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

皆
さ
ん
が
心
を
込
め
て
作
っ
た
お
弁
当
に
、
宮
野
放
課
後
児

童
ク
ラ
ブ
の
子
ど
も
た
ち
が
折
り
紙
で
作
成
し
た
風
鈴
を
添

え
て
、
民
生
委
員
さ
ん
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
お
届
け
し
ま

し
た
。

栗
原
市
社
協

築
館
支
所
だ
よ
り

平
成
20
年
、
岩
手
・
宮
城
内
陸
地
震
を
き
っ
か
け
に
「
被
災
地

を
つ
な
ぐ
復
興
に
む
け
て
の
リ
レ
ー
」
と
し
て
神
戸
か
ら
つ
な
が

れ
て
き
た
「
ひ
ま
わ
り
の
種
」
も
今
年
で
16
年
目
を
迎
え
ま
す
。

ひ
ま
わ
り
の
苗
を
芋
埣
地
区
　
氏
家
明
俊
さ
ん
に
お
願
い
を

し
て
、
今
年
も
支
部
委
員
の
皆
さ
ん
に
協
力
い
た
だ
き
、
築
館

高
齢
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
花
壇
に
植
栽
を
行
い
、
地
域
の
皆
さ

ん
を
笑
顔
に
し
ま
す
。

令和6年度栗原市社会福祉協議会
推進委員研修会開催

築館支部地域支援事業（歳末たすけあい募金配分事業）
高齢者配食型食事サービス

 

くりはら・ひまわり・げんきプロジェクト
（社協会費充当事業）

見に
来てね

毎月美味しいお弁当が届く
のを楽しみにしています！

かわいい風鈴の飾りも
一緒にお届けしました♪

この広報紙は、共同募金の配分金により発行しております。



元
気
で
楽
し
く
暮
ら
せ
る
た
め
の
介
護
予
防

と
し
て
、
月
曜
日
と
水
曜
日
の
２
班
に
分
か
れ

て
週
１
回
、
築
館
高
齢
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
を
会

場
に
開
催
し
て
い
ま
す
。
軽
体
操
や
創
作
活
動

の
他
、
外
出
行
事
な
ど
も
あ
り
、
楽
し
く
活
動

し
て
い
ま
す
。

◆
利
用
対
象
：
60
歳
以
上
の
自
立
し
て
い
る
方

◆
利
用
料
金
：
一
日
９
０
０
円

　
　
　
　
　
　
（
昼
食
・
保
険
料
含
む
）

◆
送
　
　
迎
：
ご
自
宅
か
ら
会
場
ま
で
送
迎
い

　
　
　
　
　
　
た
し
ま
す

見
学
や
利
用
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
栗
原
市
社

協
築
館
支
所
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
《
問
い
合
わ
せ
先
》
栗
原
市
社
協
築
館
支
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
電
話
：
23-

８
０
８
７

総
合
相
談
事
業
の
お
知
ら
せ
【
相
談
無
料
・
秘
密
厳
守
】

　
生
活
上
の
困
り
ご
と
・
心
配
ご
と
の
相
談
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
か
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
お
茶
っ
こ
会
等
の
地
区
行
事
へ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
派
遣
相
談
も

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

◆
生
活
相
談

《
場
　
所
》
築
館
高
齢
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

◆
電
話
相
談

開

設

日
：
毎
週
月
曜
日
か
ら
金
曜
日

開
設
時
間
：
８
時
30
分
～
17
時
30
分

《
問
い
合
わ
せ
先
》
栗
原
市
社
協
築
館
支
所
　
電
話
：
23-

８
０
８
７

開

設

日

開
設
時
間

13
時
30
分
～

15
時
30
分

９
時
30
分
～

11
時
30
分

8
月
6
日（
火
）

9
月
10
日（
火
）

8
月
20
日（
火
）

9
月
24
日（
火
）

高齢者生きがい活動支援通所事業

毎週みんなに会えることが一番の楽しみです♪

～地域のお宝大発見～

交
流
の
場
が
ほ
し
い
と
い
う
住

民
の
声
か
ら
久
し
ぶ
り
に
開
催
。

み
ん
な
笑
顔
で
集
ま
り
「
元
気
に

し
て
だ
の
？
」
と
互
い
の
近
況

等
、
話
語
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。

当
日
は
市
の
防
災
訓
練
に
合
わ

せ
て
、
机
の
下
に
隠
れ
る
訓
練
や

災
害
時
持
ち
出
し
品
ゲ
ー
ム
「
こ

れ
持
っ
て
ぐ
～(

Ｇ
ｏ
ｏ
ｄ)

！
」

を
行
い
、
防
災
意
識
を
高
め
る
機

会
に
も
な
り
ま
し
た
。

次
の
お
茶
っ
こ
会
の
話
題
も
あ

が
り
、
こ
う
し
た
積
み
重
ね
や
気

に
か
け
合
い
が
、
安
心
で
き
る
地

域
づ
く
り
に
つ
な
が
り
ま
す
ね
。

年
１
回
開
催
の
サ
ロ
ン
。
今
年

は
築
館
・
志
波
姫
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
職
員
に
よ
る
健
康
講
話

や
、
お
話
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
２
団
体

に
よ
る
紙
芝
居
な
ど
が
披
露
さ

れ
、
一
緒
に
学
ん
で
笑
い
合
い
、

元
気
を
も
ら
え
る
時
間
と
な
り
ま

し
た
。

ま
た
毎
週
木
曜
日
の
元
気
ア
ッ

プ
体
操
後
、
月
１
回
「
お
互
い
さ
ま

カ
フ
ェ
」
実
施
の
お
知
ら
せ
も
。

集
い
の
場
を
通
し
た
住
民
同
士

の
つ
な
が
り
が
、
地
区
の
健
康
づ

く
り
を
後
押
し
し
て
い
ま
す
！

輪投げにも挑戦！

赤坂地区いきいきサロン 下町地区お茶っこ会

地区社協
遠藤会長による
指の体操で、
みんな笑顔に♪

「ひなたぼっこ」川田氏による読み聞かせ。
２団体とも通る声で一人何役も務められ、引き込まれました！

地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
職
員

「
や
ま
ぼ
う
し
」

菅
原
氏

この広報紙は、共同募金の配分金により発行しております。


